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つ
な
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ざ
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せ
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国
立
民
族
学
博
物
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コ
レ
ク
シ
ョ
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２
０
２
２
年
11
月
15
日(

火)

～
２
０
２
３
年
１
月
15
日(
日)

 

開
館
時
間
：
午
前
10

時
～
午
後
６
時
（入
館
は
午
後
５
時
30

分
ま
で
）
＊
毎
週
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
（
入
館
は
午
後
７
時
30

分
ま
で
） 

休
館
日
：
月
曜
日
（た
だ
し
１
月
９
日
は
開
館
）、
11

月
24

日
（
木
）
、
12

月
29

日
（木
）～
１
月
３
日
（火
）、
１
月
10

日
（
火
） 

入
館
料
：
一
般 

８
０
０
円 (

６
４
０
円)

、
大
学
生
６
４
０
円 (

５
１
０
円)

、
高
校
生
・
60

歳
以
上
４
０
０
円 (

３
２
０
円)
、 

小
中
学
生
１
０
０
円 (

80

円)
 

 

＊
（ 

）内
は
渋
谷
区
民
の
入
館
料
＊
土
・
日
曜
日
、
祝
・休
日
は
小
中
学
生
無
料
＊
毎
週
金
曜
日
は
渋
谷
区
民
無
料
＊
障
が
い
者
及
び
付
き
添
い
の
方
１
名
は
無
料 

 

★
ビ
ー
ズ
割
引
★
入
館
日
当
日
に
ビ
ー
ズ
（さ
ま
ざ
ま
な
部
材
に
穴
を
開
け
、
複
数
個
を
糸
な
ど
で
つ
な
い
だ
も
の
）を
身
に
着
け
て
ご
来
館
さ
れ
た
お
客
様
は
、
通
常
料
金
か
ら
２
割
引
で
ご
入
館
で
き
ま
す
。
割
引
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

主
催
：
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
公
益
財
団
法
人
千
里
文
化
財
団 

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館 

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス 

①
《上
衣
》エ
ク
ア
ド
ル  

 

※
個
人
蔵
以
外
は
す
べ
て
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵 



 

 
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館 

「
ビ
ー
ズ 

ー
つ
な
ぐ 

か
ざ
る 

み
せ
る 

国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス 

ビ
ー
ズ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
部

材
に
穴
を
開
け
、
糸
な
ど
で
つ

な
い
だ
人
類
最
古
の
装
飾
品
の

ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
素
材
は
土
、

石
、
ガ
ラ
ス
と
多
様
で
あ
り
、

各
材
質
を
生
か
し
た
仮
面
、
衣

装
、
装
飾
品
、
人
形
が
世
界
各

地
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。 

ビ
ー
ズ
を
つ
く
り
、
身
に
つ
け

る
こ
と
は
、
地
域
や
時
代
を
問

わ
ず
普
遍
的
に
お
こ
な
わ
れ
る

人
類
の
営
み
で
し
た
。
人
類
が

古
来
よ
り
積
み
重
ね
て
き
た
歴

史
や
文
化
の
一
端
が
ビ
ー
ズ
に

は
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

本
展
は
、
国
立
民
族
学
博
物

館
所
蔵
の
資
料
を
中
心
に
古

今
東
西
の
ビ
ー
ズ
が
大
集
合
し

ま
す
。 

 

美
し
く
、
時
に
力
強
い
魅
力

を
放
つ
ビ
ー
ズ
を
と
お
し
、
世

界
の
環
境
、
文
化
、
歴
史
の
違

い
と
多
様
性
を
理
解
す
る
機
会

と
な
る
で
し
ょ
う
。
一
粒
か
ら

無
限
に
広
が
る
ビ
ー
ズ
の
世
界

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

ビ
ー
ズ
と
は
何
か 

 

人
類
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
、
地
域
で
多
様
な
素
材
で
ビ
ー
ズ
を

つ
く
り
、
身
に
つ
け
て
き
ま
し
た
。
ビ
ー
ズ
を
一
言
で
定
義
す
る
と
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
部
材
に
穴
を
あ
け
、
そ
れ
を
つ
な
い
だ
も
の
」で
す
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
普
段
ビ
ー
ズ
だ
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
身

の
回
り
に
あ
る
日
常
品
が
実
は
ビ
ー
ズ
で
あ
っ
た
り
、
穴
を
あ
け
て

つ
な
ぐ
だ
け
で
さ
ま
ざ
ま
な

モ
ノ
が
ビ
ー
ズ
に
な
り
え
る

こ
と
に
気
が
付
く
で
し
ょ
う
。 

 
ビ
ー
ズ
の
概
念
に
揺
さ
ぶ

り
を
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
、

本
展
は
は
じ
ま
り
ま
す
。 

つ
く
る 

 

ビ
ー
ズ
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で

は
、
素
材
に
穴
を
あ
け
る
た
め
の
道
具
や
、
ビ
ー
ズ
の
製
作
過
程

を
映
像
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。 

多
様
な
素
材 

日
本
の
普
段
の
生
活
の
中
で
馴
染
み
深
い
ビ
ー
ズ
と

い
え
ば
、
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
バ
ッ
グ
な
ど

に
あ
し
ら
わ
れ
た
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ビ
ー

ズ
を
想
像
す
る
で
し
ょ
う
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
ビ
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

世
界
を
見
渡
す
と
、
ビ
ー
ズ
は
驚
く
ほ
ど
多
様
な
素

材
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
鳥
の
羽
根

の
よ
う
に
鮮
や
か
な
素
材
は

も
ち
ろ
ん
、
植
物
、
卵
殻
、

さ
ら
に
は
動
物
の
歯
や
骨
、

ウ
ロ
コ
で
も
ビ
ー
ズ
は
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。  

②《育児用お守り》南アフリカ 

使用済みの注射針のカバーに穴
をあけてつくられたお守りです。 

④《ミイラのビーズマスク》エジプト 
個人蔵  

古代エジプトでは、青緑色の焼き物であ

るファイアンスを素材としたビーズが広

くみられました。 

③《壁飾り》ブラジル 

世界最大級の淡水魚といわれる
ピラルクの鱗が、白い部分に使わ
れています。 

あ
ゆ
み 

ビ
ー
ズ
の
素
材
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
、
伝
播
し
た
の
か
。
そ

の
あ
ゆ
み
を
た
ど
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
人
類
の
あ
ゆ
み
を
た
ど

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

本
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
貝
、
石
、
ガ
ラ
ス
で
つ
く
ら
れ
た
ビ
ー
ズ

の
あ
ゆ
み
に
注
目
し
ま
す
。
特
に
、
「ガ
ラ
ス
の
道
」の
セ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
な
ど
で
つ
く
ら
れ
た
ガ

ラ
ス
ビ
ー
ズ
を
紹
介
し
、
人
類
と
と
も
に
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
が
た

ど
っ
た
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。 

⑤《首飾り》ボツワナ 

ダチョウの卵の殻と木の実に
穴をあけてつくったビーズを
つなげたサンの首飾りです。 



 

 渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館 

「
ビ
ー
ズ 

ー
つ
な
ぐ 

か
ざ
る 

み
せ
る 

国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス 

ビ
ー
ズ
で
世
界
一
周 

 
人
類
は
、
お
よ
そ
12
万
年
前
よ
り
世
界
各
地
で
ビ
ー
ズ
を
つ

く
り
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
長
い
歴
史
の
中
で
地
域
を
広
げ
な

が
ら
育
ま
れ
た
ビ
ー
ズ
の
か
た
ち
は
、
多
種
多
様
、
千
差
万
別

で
す
。
ま
た
、
単
独
の
素
材
を
使
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
複

数
の
素
材
を
組
み
合
わ
せ
、
全
身
を
ビ
ー
ズ
で
ま
と
う
衣
装

も
各
地
域
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

に
お
け
る
ビ
ー
ズ
の
在
り
方
を
み
る
と
、
必
ず
し
も
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
装
飾
を
目
的
と
す
る
た
め
だ
け
に
ビ
ー
ズ
が
使
用

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ビ
ー
ズ
を

魔
よ
け
や
祈
禱
の
儀
式
で
身
に
着
け
る
地
域
や
、
自
身
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
表
現
す
る
た
め
に
ビ
ー
ズ
を
身
体
に
あ
し
ら

う
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
役
割
も
地
域
や
民
族
に
よ
っ
て
異

な
る
の
で
す
。  

 

本
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、

ア
ジ
ア
等
で
つ
く
ら
れ
た
世
界
の
ビ
ー
ズ
が
一
堂
に
会
し
ま

す
。
一
粒
の
ビ
ー
ズ
に
凝
縮
さ
れ
た
世
界
各
地
の
文
化
、
歴

史
、
思
想
を
体
感
く
だ
さ
い
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
ビ
ー
ズ 

 

現
代
で
も
ビ
ー
ズ
は
進
化
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
現
代
日
本
の

ビ
ー
ズ
産
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
現
代
作

家
に
よ
る
ビ
ー
ズ
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に

花
咲
く
ビ
ー
ズ
作
品
の
競
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

北アメリカ 

⑨《ハロウィンの首飾り》 

アメリカ合衆国 個人蔵 

ニューオリンズのハロウィン
パーティーで使用さた首飾り
です。 

北アメリカ 

上：⑦《手袋》アメリカ合衆国 

下：⑧《靴》アメリカ合衆国 

手袋や靴もビーズで飾られました。 

アフリカ 

⑪《女性用婚礼衣装》南アフリカ 

ズールーの結婚式の衣装です。大小
さまざまなビーズで全身を覆ってい
ます。 

東南アジア 

⑭《未婚女性の衣装》タイ 

貝やコインなどのビーズがあし
らわれているアカの衣装です。 

アフリカ 

⑫《儀式用衣装一式》 

コンゴ民主共和国 

貝、牙、羽根といったさまざま素材
をふんだんに使用した衣装です。 

中央・南アメリカ 

⑩《祭儀供物用仮面》メキシコ 

メキシコ北部のウィチョルの仮面
です。木材に蜜蠟でビーズを貼り
付けています。 

※個人蔵以外はすべて国立民族学博物館蔵 

オセアニア 

⑥《首飾り》 フィジー 

クジラの歯をつないでつ
くられた首飾りです。 

南アジア 

⑬《首飾り》インド 

インド北東部にあるナガラ
ンド州は、さまざまな少数
民族によって形成されてい
ます。そのひとつであるコ
ニャックがガラスや貝でつ
くった首飾りです。 

東南アジア 

⑮《女性用腰布》インドネシア 

タカラガイを縫い付けることで
ひとつのモチーフをつくりあげ
ています。 



 

 

開 催 概 要 

ビーズ ―つなぐ かざる みせる 国立民族学博物館コレクション National Museum of Ethnology Collection : Beads in the World 

会期：2022年11月15日(火)～2023年1月15日(日) 

開館時間：午前10時～午後6時 ＊毎週金曜日は午後8時まで（いずれも入館は30分前まで） 

休館日：月曜日（ただし1月9日は開館）、11月24日（木）、12月29日（木）～1月3日（火）、1月10日（火） 

入館料：一般 800円 (640円)、大学生640円 (510円)、高校生・60歳以上400円 (320円)、 小中学生100円 (80円) 

＊（ ）内は渋谷区民の入館料 ＊土・日曜日、祝・休日は小中学生無料 ＊毎週金曜日は渋谷区民無料 ＊障がい者及び付き添いの方1名は無料 

★ビーズ割引★ 

入館日当日にビーズ（さまざまな部材に穴を開け、複数個を糸などでつないだもの）を身に着けて 

ご来館されたお客様は、通常料金から2割引でご入館できます。割引の併用はできません。 

主催：渋谷区立松濤美術館、国立民族学博物館、公益財団法人千里文化財団 

会 場：渋谷区立松濤美術館  

      〒150-0046 東京都渋谷区松濤2-14-14 

       電話： 03-3465-9421  HP： https://shoto-museum.jp 

 
※会期や開館時間、イベント等変更する場合があります。 

  最新情報は当館ホームページ等でご確認ください。 

 

交通案内 

●京王井の頭線 神泉駅下車徒歩5分 

●JR・東京メトロ・東急電鉄 渋谷駅下車徒歩15分 

※駐車場はございません 

次回展覧会のご案内 

■2023 松濤美術館公募展 

■同時開催 サロン展「写真のノスタルジア」(仮) 

2023年3月22日(水)～28日(火) 

 ★
イ
ベ
ン
ト 

事
前
申
し
込
み
制
、
抽
選 

❶
記
念
講
演
会 
「人
間
に
と
っ
て
ビ
ー
ズ
と
は
な
に
か
」 

 
 
 

11
月
月
19
日
（土
）午
後
２
時
～ 

（約
１
時
間
30
分
）  

 

地
下
２
階
ホ
ー
ル 

講
師
：
池
谷
和
信
氏
（本
展
監
修
者
、
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
） 

※
無
料
（要
入
館
料
） 
※
定
員
40
名 

❷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「ビ
ー
ズ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

ー
つ
な
ぐ
・か
ざ
る
・み
せ
る
ー
」 

12
月
10
日
（土
）午
後
２
時
～ 

（約
２
時
間
）  

 

地
下
２
階
ホ
ー
ル 

出
演
：
佐
古
孝
子
氏
（ビ
ー
ズ
織
り
作
家
）、
中
村
香
子
氏
（東
洋
大
学
教
授
）、 

川
口
幸
也
氏
（元
立
教
大
学
教
授
）、
池
谷
和
信
氏 

※
無
料
（要
入
館
料
） 

※
定
員
40
名 

★
イ
ベ
ン
ト 

抽
選
申
し
込
み
方
法 

往
復
は
が
き
、
ま
た
は
メ
ー
ル
（eve

n
t@

sh
o
to

-
n
u
se

u
m

.jp
）に
下
記
必
要
事
項
を
お
書
き
の

上
、
「ビ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト
係
」ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
①
ご
参
加
さ
れ
る
特
別
講
座
の
番
号

（❶
か
❷
）②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名
（ふ
り
が
な
）⑤
日
中
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号 

※
〆
切
／
❶
記
念
講
演
会
は
11
月
７
日
（月
） 

❷
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
11
月
21
（月
）日
必
着 

※
１
通
に
つ
き
１
名
ま
た
は
１
回
の
お
申
し
込
み
に
つ
き
１
名
の
み
申
し
込
み
可
。 

 

★
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト 

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん 

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「ビ
ー
ズ
で
ミ
ニ
・ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う
！
」 

 

い
ろ
い
ろ
な
素
材
と
形
の
ビ
ー
ズ
を
モ
ー
ル
で
つ
な
い
で
、
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
・
リ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
す
。 

12
月
17
日
（土
）  

地
下
２
階
ホ
ー
ル 

A
／
午
前
11
時
～
午
後
１
時 

B
／
午
後
２
時
～
午
後
４
時 

 
 

※
無
料
（要
入
館
料
） 

※
各
回
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了 

※
作
業
時
間
：
約
15
分 

 

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
を
お
願
し
ま
す 

※
画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

◆
展
覧
会
担
当
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

11
月
18
日(

金)

、
11
月
26
日
（土
）、
１
月
８
日(

日)
 
 

午
後
２
時
～ 

約
40
分
間 

※
無
料
（要
入
館
料
） 

◆
館
内
建
築
ツ
ア
ー 

白
井
晟
一
設
計
の
美
術
館
建
築
を
職
員
が
ご
案
内
し
ま
す
。 

11
月

18
日
（金
）、
11

月

25
日
（金
）、
12
月
２
日
（金
）、
12

月
９
日
（金
）、
12
月

16

日

（金
）、
12
月
23
日
（金
）、
１
月
６
日
（金
）、
１
月
13
日
（金
） 

各
日
午
後
６
時
～ 

約
30
分
間 

 

※
無
料
（要
入
館
料
） 

※
各
回
定
員
15
名 

 ■報道関係のお問い合わせ■  

   広報担当：西・木原・野城 メール：pr-sma@shoto-museum.jp    電話: 03-3465-9421  FAX： 03-3460-6366 

    展覧会担当：野城・平泉 

    * 画像をご希望の場合は、作品名の前にある番号をお知らせください。 * 画像のご利用後、データは破棄してください。 

   *画像の使用は、本展のご紹介をいただける場合のみとしてください。   * 基本情報確認のため、一度校正をお送りください。 

    * 掲載後、見本誌をご送付くださいますようお願いいたします。 

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館 

「
ビ
ー
ズ 

ー
つ
な
ぐ 

か
ざ
る 

み
せ
る 

国
立
民
族
学
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス 

石田喜一郎《夏座敷／summer rooms》1925年 当館蔵 


